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パソコンによる覚えやすい 

     ローマ字入力｢愛うえお｣ 

 

(1)作成者 

  脇 長泰(奈良県立高等技術専門校 販売実務科 生活アドバイザー) 

 

(2)教材の目的 

販売実務科の訓練生は、開校当初と比べますと資質や能力が少しずつの変化

が出ています。コンピュータ訓練においても教材の改良や研究創作制作も進め

ています。 

特にこの 2年間においては、かな入力の訓練生が多くなっています。中学・

高校の担任から｢ローマ字を覚えきれないために、かな入力を薦められた」と言

われ、覚える能力がありながら自分であきらめている訓練生もいます。 

そこで無理なく楽しくパソコン・スマートホンのゲーム感覚でローマ字入力

が出来るように研究開発にあたりました。 

① 自分の名前や住所をローマ字入力、履歴書への入力、それが手書き履歴書の

見本となります。 

② 一般的に道路標識の地名に漢字表記あり、その下にローマ字で記載されてい

ます。たとえば漢字が読めなくとも､ローマ字が理解できると漢字が読めた

事になり日常生活で不便を感じなくなります。 

 

  

 

(3)教材の概要 

①入力作業の楽しさ 

・カラー文字や色ベタ地にカラー文字の浮き出しなど 

② 覚えやすい 

・漢字的な発想、偏と旁を左右に大きく分離する。 Kと A [か] 

・重複文字の入力 あかさか･かかく･ささき･たたみ･ななめ･ははおや 

 

パソコンの機能を最大限に生かした。 

・カラー文字･白抜き文字・浮き出し文字 

・アルファベット入力では、入力したセルの横をスクロールすると回答が出 

るなどの操作も取り入れ、入力が楽しくできるように構成。 

ローマ字入力「愛うえお」は「初歩編→基礎編→応用編→実践編→発展編」 

と段階的に組み立て、そして一般的に読まれている市役所広報文等の入力作業
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を訓練に取り入れています。 

 

(4)教材内容 

Ⅰ初歩教材 覚えやすいローマ字入力「愛うえお」 

・初歩編 

１ローマ入力 1(あ)から 16（ん）(図 1･2)   

日本や中国の漢字文化圏において漢字の基本の一つである、偏と旁の表現方

法(魚偏に旁を青で鯖（さば） 弱で鰯（いわし）と意味も変わってくる。)を

参考し左側の子音と右側の母音を大きく離し表組みを制作しました。(図 1 の

下 か行 ) 

か行を例にＫ(子音)は左側、Ａ,Ｉ,Ｕ,Ｅ,Ｏ(母音)は右側となります。 

・左はＫ(子音)・右はＡ(母音)をタイピングすると｢か｣が表示されます。  

・(Ｋ)左側＋(Ａ)右側＝｢か｣と算数的にとらえることでローマ字の仕組みを理

解することが可能と考えます。また左右の区別というのは、児童でも可能なこ

とでもあり、左と右の役割をしっかりと区別することで、ローマ字の仕組みを

理解することができ入力作業が簡単にできると思います。 

 

 (図 1)偏と旁を左右への分離 [か] Kと A         (図 2)図 1の入力見本 

 

 

 

 

 

 

 

 

２カタカナ・漢字表現 1(あ)から 16(ん) 

一般的なパソコン作業である、ひらがなからの変換(カタカナ全角・半角・漢 

字・英数字)の指導は下記のように行います。(図 3・4) 

①   このゾーンに入力した文字はファンクションキーF7 を押しカタカナ全

角にする。 

②   このゾーンに入力した文字はファンクションキーF8 を押しカタカナ半

角にする。 

③   このゾーンに入力した文字は変換キーを押し漢字・英文字の全角で入力

する。 

 

 



 

 3 

(図 3) 偏と旁を左右への分離 K と A  

[か・カ・ｶ・加・科]                (図 4) 図 3 の入力見本 

 

 

 

 

 

・簡単文の入力 

 

 

 

ローマ字の仕組みを覚えると文・名前は容易に行うことができる。(図 5・6) 

(図 5)数え言葉(ダルマさんが転んだ)            (図 6)自分の名前 NARA TAROU 奈良 太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

上級編  

３ひらがな表現 手書きの 17(きゃ)から 32(ふぉ)(図 7･8) 

促音・拗音(小さい「ゃ」小さい「ぁ」など)は覚えておくと便利ですが、 

(Ｘ・Ｌ)を用いて入力する場合もあり上級扱いとしまた。 

(図 7)偏と旁を左右への分離  17(きゃ)K+YA      (図 8)図 7の入力見本 
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４カタカナ・漢字・英文字の入力 17(きゃ)～３２(ふぉ) 

下記のように行います。(図 9･10) 

①   このゾーンに入力された文字はファンクションキーF7を 

押しカタカナ全角にする。 

②    このゾーンに入力された文字はファンクションキーF8を 

押しカタカナ半角にする。 

③   このゾーンに入力された文字は変換キーを押し漢字・英数字にする。 

 

(図 9)偏と旁を左右への分離  17(きゃ)      (図 10)図 9の入力見本 

 

 

 

 

 

 

 

 

促音・拗音のローマ字標記を覚えておくと非常に便利ですが、覚える量は非 

常に多くなっています。小さい「ゃ」小さい「ぁ」はキーボード操作で行える

ため、あえて覚えるようには薦めてはいません。 

例えば、次の文を入力した場合、 

「写真で見たシャツは東京で流行していますね。」 

SYASINN  SYATU  TOUKYOU RYUUKOU となる。しかし 

キーボード操作で L や X を使う事によって、容易に入力することできる。 

SALYASINN SAＸYATU  TOUKILYOU RIＸYUUKOU と入力する

は簡単である。 

他にもカット・抱っこ・ラッキー・ラッパ・ラッコ・らっきょ・ティーなど、

ローマ字表記を知らなくともキーボード操作の LやXを使って入力できるも

のが沢山有ります。 

KALTUTO・ＤＡＸＴＵＫＯ・ＲＡLＴＵＫＩ―・ＲＡＸＴＵＰＡ・ＲＡＬ

ＴＵＫＯ・RAＸTUKO・ＲＡＬＴＵＫＩＸＹＯ・ＴＩＬＩ―となる。 

Ⅱ基礎編  

ローマ字入力赤坂 (図～15) 

販売実務科が開校当初(平成 19 年)に開発したローマ字入力赤坂は平成 22・

24年に公開発表しました。例えば、あ行の入力について行う場合、赤坂ＡＫＡ

ＳＡＫＡとタイピングする。Ａが 4個 Ｋが 2個 Ｓが 1個あります。赤坂を

赤文字 

赤文字 
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20個入力した場合はＡを４×20＝80回Ａのキーボードを入力することになる。

これによって、「あ」はＡであり、そしてキーボードのＡの場所が記憶できる仕

組みです。(ワード平成 26年度改訂版はポイント部分を赤文字の表記にする) 

 開発当初はワードで訓練を進めていましたが、訓練生の中から赤坂を 20個分、

一度に変換し決定(エンター)することから 昨年度からエクセルに変更し、3

連打で入力すると文字が自動的にカラー文字表記されます。(以下の図･表を参

照) 

(図 11)・平成 19年 開発の赤坂ローマ字入力 ワード(図 11)  (平成 26年度改訂版) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図 12)あかさか(AKASAKA)→              (図 13)ほっきょく(HOLTUKYOKU)→ 

 

 

 

 

 

 

 

(図 14)きゃく(KIYAKU)               （図 15）演習風景                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローマ字入力赤坂 １～１８の項目があります   指示された語句を、漢字・カタカナ換 して

2行入力する..。 

1､あ行(母音 ) 同じ文字を右に打つ 重複文字の入力 あかさか・かかく・すすむ・たたみ 

あかさか 

(AKASAKA)  

赤坂 ⇒赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤

坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂赤坂 

いがい 

(IGAI) 

以外 ⇒以外 

うんどう 

(ＵＮＮＤＯＵ) 

運動 ⇒運動 

 

 

(図 12)                   (図 13) 
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赤坂ローマ字入力 ワード（図 16～19） 
(図 16)よく使われている ひらなが出題       (図 17)カタカナ標記（帰化語 ファイト) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 18）よく使われている促音・拗音の入力     (図 19）演習風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂ローマ字入力 エクセル（図 20～22） 

(図)20 3連入力と自動カラー文字表現(スペル付き)  （図 21）図 20 の入力見本 

 

 

 

・  

 

 

 

 

 

(図 21)入力文字(カラー表記 赤･黄・緑) (図 2２) 図 21 の入力見本 
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Ⅲ応用編（履歴書関係） 

誰よりも一番よく知っている自分の名前と住所の入力訓練（図 23･24） 

 
（図 23）エクセル名前・住所           （図 24）エクセル（データからフォーム）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＪＩＳ規格履歴書(Ａ４サイズ) （図 25･26） 

パソコンで履歴書入力することで、手書きに自信のない訓練生が安心した 

様子が伺えます。そして手書き履歴書の見本になります。 

（図 25）履歴書 名前・住所・学歴         (図 26）演習風景 

               

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ実践応用編  

① 道府県名の入力は５０音順に並べ換えてあり、ひらがなで出題された解答を

漢字・カタカナで入力作業を行います。（図 27･28） 

・あいちけん→愛知県・アイチケン なごやし→名古屋市 ・ナゴヤシ 

この場合、変換で漢字を知り得ているが、一般常識として覚る。 

（図 27）都道府県名・県庁所在地         （図 28)図 27 入力見本 
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② 簡単文の入力(40文字程度の短文)（図 29） ③市役所からの広報文（図 30～32） 
（図 29）方眼を書く                  （図 30）産業振興課 (有害鳥獣駆除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 市役所広報文は文字数も少なく簡易で明瞭な文章で作成されています。漢字

の常用漢字です。一部に難しい文面がありますが、社会人となる訓練生にと

っては、理解してほしい文章であることを十分に説明します。 

⑤ 「平素
へ い そ

から OO市
し

行政
ぎょうせい

にご協力
ごきょうりょく

を賜り
たまわり

、厚く
あ つ

お礼
れ い

申し上げ
も う あ

ます。」    
 

（図 31）道路改良工事の協力依頼書       （図 32）健康保険組合(胃腸科検診) 

 

 

 

 

 

 

 

（ 

 

 

Ⅴ発展編 

① アルファベット入力 ひらがな編（図 33） 

ひらがなをアルファベット入力する場合、ローマ字をしっかりと覚えていない

と正しく入力できているか不安に感じる訓練生が多いです。黒地に自動的に白

文字表記できるようにしました。解答と照合する方法として右の方向にスクロ

ールするとアルファベット入力(赤文字)された回答でてきます。 

1､ひらがなの赤坂から最終まで入力(アルファベット)する。 

2､画面のＦとＧの間にマウスポイーンター置き右にドラッグすると赤文字の解

答がでます。 
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(図 33) アルファベット入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② アルファベット入力 漢字編（図 34） 

通常は漢字を頭の中でひらがなに変換し、そしてローマ字変換し入力アルフ

ァベット入力して変換して漢字変換して初めの漢字と照合する。 

この場合は初めの漢字と入力後のアルファベット表記が違うため照合できな

いために正確な入力作業を求められます。(少し難度がある) 

（図 34）アルファベット入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒地に白の浮文字 

赤文字 

黒地に白の浮文字 
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③体験プログラム 

 体験プログラムは､販売事務科への体験日のプログラムや、入校生の一番初め

のコンピュータ訓練の際に行います。 

1 ｢赤坂・意外・運動・永遠・大物｣という語句を 10分間繰り返しに何文字入力

できるか。ローマ字のルビが付いていますので、ねらいは短期記憶や指先の動

きなどを観察するための訓練です。(中にはローマ字を覚えてない訓練生でカウ

ント数が 4８０の人もいます) 

10 分間(600 秒)の入力文字カウント数が 400 を超えるとすごいです。（図 35） 

2 練習問題①旅行記を同じ様に 10分間の入力をします。  

ローマ字覚えている者が有利です。（図 36） 

（図 35）体験プログラム              （図 36）練習問題 旅行紀 

 

 

 

 

 

 

入力コンテスト 

 

２各訓練生の名前と住所の入力コンテストが出来ます。（図 37） 

３赤坂ひらがなバージョン入力コンテストが出来ます。（図 38） 

＊ワードのツールからカウント数を出ます(制限時間   10 分カウント表に入

力数いれる。 

 

赤文字 
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（図 37）名前と住所の入力コンテスト        （図 38）赤坂ひらがな出題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・赤坂ローマ字入力 3連入力 10分間で何番まで進めるか！！（図 39～42） 

（図 39）赤坂ローマ字入力             (図 40） 図 3９の入力見本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４１） カタカナ入力                （図 42） カウント表 
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Ⅵ付帯教材 

仕事とパソコン（Windows 操作編）より（図 43～48） 

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 障害者職業総合センターより 

 

(図 43) キーボードの説明１            (図 44)キーボードの説明 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事とパソコン（文書作成編）より 

（図 45）かな・ローマ字対応表(子音は赤文字）   （図 46）演習風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 47）文字入力カウント表            （図 48）作業進行表 
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(5)教材活用の効果(成果) 

・量販店ではアンケートや会員登録する場面があり、そこにはパソコンのキー

ボードが備え付けてあり自分の名前や住所を入力します。 

・パソコンでのインターネットの商品の注文や問い合わせ。 

・履歴書への入力など現実問題として、パソコンのローマ字入力が必要不可欠

です。 

 

(6)受賞作品の利用方法 

 今回の覚えやすいローマ字入力教材のお問い合わせは、奈良県立高等技術 

専門校 販売実務科 脇 長泰 電話・代表 0745-44-0565までお尋ね下さい。  


